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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月15日(2010.9.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属酸化物粒子の製造方法であって、
　ａ）
　コア有機材料、
　化学的に開裂されることが可能な第１の連結基を介して前記コア有機材料に結合した第
１のデンドロンであって、少なくとも２つの第１架橋性基を有する第１デンドロン、及び
　化学的に開裂されることが可能な第２の連結基を介して前記コア有機材料に結合した第
２のデンドロンであって、少なくとも２つの第２架橋性基を有する第２デンドロンを含む
デンドリマーを提供すること；
　ｂ）前記第１架橋性基と前記第２架橋性基とを反応させることによって架橋されたデン
ドリマーを形成すること；
　ｃ）前記第１連結基と前記第２連結基の両方を化学反応によって開裂すること；
　ｄ）前記コア有機材料又はその誘導体を、架橋されたデンドリマーから除去して、内部
末端基を有するコア抜きされたデンドリマーを形成すること；
　ｅ）前記コア抜きされたデンドリマーの中央領域の中で、金属含有前駆体を前記内部末
端基と反応させることによって、結合金属含有前駆体を形成すること；及び
　ｆ）前記結合金属含有前駆体を反応させて、前記コア抜きされたデンドリマーの前記中
央領域の中に金属酸化物粒子を含む複合粒子を形成すること、を含む方法。
【請求項２】
　複合粒子であって、
　有機材料を含まない中央内部領域を取り囲んでいる架橋されたデンドロンからなるコア
抜きされたデンドリマー、及び
　前記コア抜きされたデンドリマーの中の金属酸化物粒子を含む複合粒子。
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